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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月29日(2008.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約１マイクロメートル未満のフィラメント幅を有するより小さいポリオレフィンフィラ
メントのウェブとさらに相互連結されている約１マイクロメートルより大きいフィラメン
ト幅を有するポリオレフィンフィラメントの相互連結ウェブを含んでなる不織繊維状構造
物であって、前記より小さいポリオレフィンフィラメントが全フィラメントの大部分を占
める不織繊維状構造物。
【請求項２】
　ポリオレフィン溶液を周囲より高い温度および圧力で紡糸口金に供給する工程と、
　前記ポリオレフィン溶液を前記紡糸口金内に配置された第１電極と接触させる工程であ
って、前記ポリオレフィン溶液に電荷を与えるために、前記電極が収集面に対して高い電
位に帯電される工程と、
　前記帯電したポリオレフィン溶液を、前記第１電極の電位未満に保持された第２電極を
組み込む紡糸口金出口オリフィスを通して放出してポリオレフィンフィラメントを形成す
る工程と、
　前記ポリオレフィンフィラメントを前記収集面上に収集して約１マイクロメートル未満
のフィラメント幅を有するより小さいポリオレフィンフィラメントのウェブとさらに相互
連結されている約１マイクロメートルより大きいフィラメント幅を有するポリオレフィン
フィラメントの相互連結ウェブを形成する工程であって、前記より小さいポリオレフィン
フィラメントが全フィラメントの大部分を占める工程と
を含んでなる、大部分のフィラメントが約１マイクロメートル未満のフィラメント幅を有
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する不織繊維状構造物の製造方法。
【請求項３】
　ポリオレフィン組成物から形成されたフィラメントの収集物を含んでなる不織繊維状構
造物であって、フィラメント幅の平均が約１マイクロメートル未満であり、そしてフィラ
メント幅の最大が約１マイクロメートルより大きい不織繊維状構造物。
【請求項４】
　フィラメント幅の平均が約１マイクロメートル未満であるポリオレフィンフィラメント
と、前記ポリオレフィンフィラメントの間に形成された細孔との収集物を含んでなるポリ
オレフィン組成物から形成されたフィラメントの収集物を含んでなる不織繊維状構造物で
あって、約０．２０～約２．５マイクロメートルの細孔サイズ径同等分布を示す不織繊維
状構造物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　本発明の不織繊維状構造物は、防護服、流体フィルターなど用のシート構造物の製造に
用途を見いだすかもしれない。スパンボンド布、メルトブローン布、スパンレース布、織
布などの他の従来布の支持スクリム上へ本発明の不織繊維状構造を付着させることが有利
であり得る。
　本発明の主な特徴及び態様を列挙すれば、次のとおりである。
　（１）　約１マイクロメートル未満のフィラメント幅を有するより小さいポリオレフィ
ンフィラメントのウェブとさらに相互連結されている約１マイクロメートルより大きいフ
ィラメント幅を有するポリオレフィンフィラメントの相互連結ウェブを含んでなる不織繊
維状構造物であって、前記より小さいポリオレフィンフィラメントが全フィラメントの大
部分を占める不織繊維状構造物。
　（２）　０．５マイクロメートル未満の幅を有するより小さいポリオレフィンフィラメ
ントを含んでなる（１）に記載の不織繊維状構造物。
　（３）　より小さいポリオレフィンフィラメントが約０．１マイクロメートル～約０．
８マイクロメートルの範囲の幅を有する（１）に記載の不織繊維状構造物。
　（４）　ポリオレフィンが線状低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、低密度ポリ
エチレン、ポリメチルペンテン、ポリプロピレン、エチレン－Ｃ3～Ｃ10α－オレフィン
共重合体、プロピレン－エチレン共重合体およびそれらのブレンドよりなる群から選択さ
れる（１）に記載の不織繊維状構造物。
　（５）　ポリオレフィンが線状低密度ポリエチレンである（４）に記載の不織繊維状構
造物。
　（６）　ポリオレフィンが高密度ポリエチレンである（４）に記載の不織繊維状構造物
。
　（７）　ポリオレフィンがポリプロピレンである（４）に記載の不織繊維状構造物。
　（８）　ポリオレフィンが高密度ポリエチレンとポリプロピレンとのブレンドである（
４）に記載の不織繊維状構造物。
　（９）　支持スクリム上に付着されている（１）に記載の不織繊維状構造物。
　（１０）　ポリオレフィンがエチレン－オクテン共重合体、エチレン－プロピレン共重
合体およびエチレン－ブテン共重合体よりなる群から選択されたエチレン－Ｃ3～Ｃ10α
－オレフィン共重合体である（４）に記載の不織繊維状構造物。
　（１１）　約０．２０～約２．５マイクロメートルの細孔サイズ径同等分布を有する、
より小さいポリオレフィンフィラメントの相互連結ウェブ内に形成された細孔をさらに含
んでなる（１）に記載の不織繊維状構造物。
　（１２）　より小さいポリオレフィンフィラメントが細孔の直径と同程度の大きさの長
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さを有する（１１）に記載の不織繊維状構造物。
　（１３）　ポリオレフィン溶液を周囲より高い温度および圧力で紡糸口金に供給する工
程と、
　前記ポリオレフィン溶液を前記紡糸口金内に配置された第１電極と接触させる工程であ
って、前記ポリオレフィン溶液に電荷を与えるために、前記電極が収集面に対して高い電
位に帯電される工程と、
　前記帯電したポリオレフィン溶液を、前記第１電極の電位未満に保持された第２電極を
組み込む紡糸口金出口オリフィスを通して放出してポリオレフィンフィラメントを形成す
る工程と、
　前記ポリオレフィンフィラメントを前記収集面上に収集して約１マイクロメートル未満
のフィラメント幅を有するより小さいポリオレフィンフィラメントのウェブとさらに相互
連結されている約１マイクロメートルより大きいフィラメント幅を有するポリオレフィン
フィラメントの相互連結ウェブを形成する工程であって、前記より小さいポリオレフィン
フィラメントが全フィラメントの大部分を占める工程と
を含んでなる、大部分のフィラメントが約１マイクロメートル未満のフィラメント幅を有
する不織繊維状構造物の製造方法。
　（１４）　前記ポリオレフィン溶液がポリマーの融点より少なくとも約２０℃高い温度
に加熱される（１３）に記載の方法。
　（１５）　圧力がポリマー溶液の沸騰を防ぐのに十分である（１４）に記載の方法。
　（１６）　ポリオレフィン溶液が前記第１電極と第２電極との間に電位差を維持するた
めに十分に低い導電率を有する（１５）に記載の方法。
　（１７）　第１電極と第２電極との間の電位差が少なくとも３キロボルトである（１６
）に記載の方法。
　（１８）　第１電極と前記収集面との間の電位が少なくとも３キロボルトである（１３
）に記載の方法。
　（１９）　ポリマー溶液が少なくとも約１重量％のポリオレフィンを含んでなる（１３
）に記載の方法。
　（２０）　ポリマー溶液が少なくとも約３重量％～約１５重量％ポリオレフィンを含ん
でなる（１９）に記載の方法。
　（２１）　ポリオレフィン溶液が約０．４～約３マイクロクーロン／ｍＬの電荷密度に
帯電させられる（１３）に記載の方法。
　（２２）　前記帯電したポリオレフィン溶液が約１～約２０ｃｍ3／秒の流量で紡糸口
金出口オリフィスを通って放出される（１３）に記載の方法。
　（２３）　前記帯電したポリオレフィン溶液が約１．８～約４１ＭＰａの圧力で紡糸口
金出口オリフィスを通って放出される（１３）に記載の方法。
　（２４）　ポリオレフィン組成物から形成されたフィラメントの収集物を含んでなる不
織繊維状構造物であって、フィラメント幅の平均が約１マイクロメートル未満であり、そ
してフィラメント幅の最大が約１マイクロメートルより大きい不織繊維状構造物。
　（２５）　フィラメント幅の平均が約０．５マイクロメートル未満である（２３）に記
載の不織繊維状構造物。
　（２６）　フィラメント幅の平均が約０．３マイクロメートル未満である（２３）に記
載の不織繊維状構造物。
　（２７）　ポリオレフィン組成物が線状低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、低
密度ポリエチレン、ポリメチルペンテン、ポリプロピレン、エチレン－Ｃ3～Ｃ10α－オ
レフィン共重合体、プロピレン－エチレン共重合体およびそれらのブレンドよりなる群か
ら選択される（２３）に記載の不織繊維状構造物。
　（２８）　フィラメントがすべて同じポリオレフィン組成物から形成される（２３）に
記載の不織繊維状構造物。
　（２９）　約１マイクロメートル未満の幅を有するフィラメントが約１０マイクロメー
トル未満の長さを有する（２３）に記載の不織繊維状構造物。
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　（３０）　フィラメント幅の平均が約１マイクロメートル未満であるポリオレフィンフ
ィラメントと、前記ポリオレフィンフィラメントの間に形成された細孔との収集物を含ん
でなるポリオレフィン組成物から形成されたフィラメントの収集物を含んでなる不織繊維
状構造物であって、約０．２０～約２．５マイクロメートルの細孔サイズ径同等分布を示
す不織繊維状構造物。
　（３１）　約１マイクロメートル未満の幅を有するポリオレフィンフィラメントが細孔
の直径と同程度の大きさの長さを有する（２９）に記載の不織繊維状構造物。
　（３２）　約１マイクロメートル未満の幅を有するフィラメントが約１０マイクロメー
トル未満の長さを有する（３０）に記載の不織繊維状構造物。
　（３３）　前記繊維状構造物が、約１５マイクロメートル未満の最大長軸細孔サイズを
示す（２９）に記載の不織繊維状構造物。
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